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C ol o ri m et ri c v al u e s
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L ： 5 1 　 a ： 3 8  b ： 3 7

C ol o r C h a r t c o m p a r e

判  断  基  準  と  な  る  色  を 『  数  値  化  』 し  、
色 の デ ー タ ベ ー ス ・ 判 定 ロ ジ ッ ク を 構 築

環 境 光 を
補 正 し な が ら 、
対 象 物 の 色 を

正  し く イ ン  プ  ッ ト

判  定 ロ ジ ッ ク を も と に 、
イ ン プ ッ ト さ れ た 対 象 物 の 品 質 を 判 断

　 サ ー ビ ス の 主 な フ ロ ー

　  サ  ー  ビ  ス  対  象  イ メ ー  ジ  例　  色  判  定 ・ 色  診  断  詳  細

色 の D X 化 を 支  援 す る

D N P カ ラ ー 診 断 サ ー ビ ス

人 の ｢ 目 ｣ と ｢ 経 験 ｣ に よ り 判 断 し て い た 色 を 数 値 化 し

品 質 判 断 の 機 械 化 ・ 自 動 化 を 実 現 す る デ ジ タ ル サ ー ビ ス 。

D N P  独 自 の  色  彩 ロ ジ ッ ク に よ り 、 高  精 度 な 色  判  定 や  詳  細 な 色 診  断 を 実  現 し ま す 。

環 境 光 の 影 響 を 補  正 し て

色 情 報 を デ ジ タ ル 化

判 定 結 果 を 蓄 積 、 見 え る 化

直  観  的  な イ ン タ ー フ ェ ー ス に

よ っ て  、  判  定  対  象  の  設  定 を

簡 単 に 作 成
教  育  コ  ス ト 削  減 オ ペ レ ー シ ョ ン の 教 育 / 伝 承 に

か か る 時 間 と コ ス ト の 削 減 効 果

継 続 的 な 品 質 改 善
判 定 結 果 デ ー タ を 蓄 積 し 、 精 度 向 上
を 図 り な が ら 品 質 改 善 の P D C A を 回
す こ と が  可 能 に

品 質 の 平 準 化 人 の 「 目 」 と 「 経 験 」 に 依 存 し て い た
作  業  の  デ  ジ タ ル  化  を  実  現

サ ー ビ ス の 特 徴 ／ 主 な 期 待 効 果
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診 断 事 例 … 食 ・ 農 分 野 、 工 業 製 品 分 野 等

各 対 象 物 の
カ ラ ー  チ ャ ー ト よ り
適 正 色 を
ピ ッ ク ア ッ プ  す る  。

対 象 物 を
計 測 し た 数 値 と
目 標 と す る 色 の 数 値 が
合 う か を 確 認 す る 。
適 正 色 か ど う か が
判  断  で き る 。

対 象 物 の 数 値 を
計 測 器 に て
計  測 す る 。

色 の 診 断 基 準 を 設 定 す る 。

適 正 色 × 不 適 合 × 不 適 合

×

不 適 合

○ 適 合

○ 適 合

○ 適 合

サ ン プ ル を 測 色 す る 。 診  断  結 果 を 見 て サ ン プ ル を 選  別 す る 。
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